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関東地方固有種キイロホソゴミムシ（コウチュウ目オサムシ科）
によるトビイロウンカ（カメムシ目ウンカ科）捕食の初記録

伊藤 寿茂・伊藤  浩

Toshishige Itoh and Hiroshi Itoh: First Record of Predation on the 
Planthopper, Nilaparvata lugens by the Carabid Beetle, 

Drypta fulveola Distributed only in Kanto Area on Central Japan

は じ め に

　キイロホソゴミムシ Drypta fulveolaは，体の背面
が橙色，腹面が広く緑がかった黒色を呈す，コウチュウ
目オサムシ科に属する体長 9 mmほどの昆虫である（笠
原，1991；宮野・山口，1994；川上，2006）。本種は，
1881年に東京都墨田区本所の隅田川左岸で採集された
標本に基づき 1883年に記載された（Bates, 1883）。
その後，1950年代に千葉県市川市行徳の江戸川河口で
再発見されるも，環境改変によって現地から姿を消した。
長らく千葉県木更津市の小櫃川河口が唯一の生息地と
されていたが，近年になり関東地方の沿岸部数地点で記
録された（岩瀬，1989；雛倉・苅部，2000；山崎・藤
平，2005；谷野，2005；橋本，2007，2008）。本種は，
関東地方に分布が限られていることと，開発されやすい
河口域に生息することから，環境省発行のレッドデー
タブックで絶滅危惧Ⅰ B類に指定されている（環境省，
2015）。
　神奈川県においては，雛倉・苅部（2000）によって
多摩川河口での生息が初めて記録され，神奈川県レッド
データ生物調査報告書で絶滅危惧Ⅰ類に指定された（高
桑ほか，2006）。その後，三浦半島南端部の三浦市南下
浦町江奈湾においても複数回にわたって記録されている
（橋本，2007，2008；浅野ほか，2012）。
　本種は沿岸部，特に河口干潟に強く依存することが示
唆されており，ヨシ原の根元や落葉の下で見つかる（笠
原，1991；宮野・山口，1994；川上，2006）。その生
活史については，年 1化であり，初夏に産卵し，ふ化
した幼虫は 1ヶ月ほどのごく短い幼虫期から蛹期を経
て成虫となり，成虫で越冬することが知られている（宮
野・山口，1994；Kasahara & Miyano, 1997）。ま
た，飛翔能力があるにも関わらず分布が局限されてお
り，ヨシ原の中でも生息適地が限られることや，越冬時
に集合性が見られることなどが知られているものの（笠

原，1991；宮野・山口，1994；伊藤，未発表データ），
その餌については飼育下における断片的な知見しかなく
（宮野・山口，1994；充庵，online），自然条件下では
未知である。
　神奈川県とその周辺地域に分布が局限されるキイロホ
ソゴミムシの保全を考える上で，飼育系の確立は重要で
あることから，著者らは本種の生体を飼育し，様々な餌
料を与えて摂食行動の有無を調査した。その中で，本種
がトビイロウンカNilaparvata lugensを摂食すること
が判明したので報告する。

材 料 と 方 法

　2016年 2月 24日に，東京湾沿岸部（千葉県木更津市）
において、著者の一人，伊藤寿茂が生息地のヨシ原内や
干潟泥上を踏査して 22個体のキイロホソゴミムシ成虫
を採集した。これら供試個体を蓋付きの容器に現地の泥
土や流木片，落ち葉と共に入れて持ち帰り，飼育した。
飼育には幅 30 cm × 奥行 15 cm × 高さ 30 cmのアクリ
ル製水槽を用い，水槽内の環境を上述の生息環境に似せ
るように努めた。個体の採集地点で採取した底質を 3～
15 cmの範囲で凹凸を持たせて敷設し，その上にヨシ
Phragmites australisの枯れ葉を底質表面に少量敷き，
ヨシの枯れ茎，流木を立体的に設置した。その後，水槽
内に供試個体を入れて，目合 0.5 mmのネット地で水槽
上部を被い，蓋とした。水槽内には 3～ 4日毎に散水し
て底質が過度に乾燥しないようにした。2016年 2月 27
日～ 6月 7日（計 56回），数日毎に水槽直上の気温を
測定した。飼育期間中，餌料として，現地の底質と共に
採取されたワラジムシ科の 1種，小型のコモリグモ科の
1種，カワザンショウガイ科の 1種を水槽内に常在させ
たほか，豚肉，マサバの魚肉，生オキアミ，生コマセアミ，
シメジ，昆虫飼育用のゼリーを小皿に入れて随時設置し
た。さらに，生きたトビイロウンカの幼虫（住化テクノ
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サービス株式会社による試験繁殖個体）を入手し，その
餌料となるイネの苗と共に水槽内に入れた。これらの餌
料を水槽内に設置した直後に，供試個体による摂餌行動
の観察と撮影を試みた。

結 果

　キイロホソゴミムシの飼育下の様子を図 1に示す。水
槽内に収容された供試個体は，しばらく水槽内を徘徊し
た後，立体的に立てかけた流木に逆さまに定位したり
（図 1A），泥土の隙間に隠れていることが多かった。水
槽内に振動などの物理的刺激を与えない限り，自ら活発
に動き回る様子は見られなかったが，定位場所が日に
よって異なることがあり，少なくとも数日内に水槽内を
移動していることが窺われた。飼育下の気温は 16.0～
24.0 ℃（測定回数：56回，平均 21.1 ℃±標準偏差 1.9 

℃）であり，日時経過とともに上昇した。供試個体の飼
育下での生存期間については，最長の個体で 2016年 2
月 24日の採集時から 6月 8日まで 105日間にわたっ
たが，飼育下における産卵は確認されなかった。本個体
は神奈川県立生命の星・地球博物館に収蔵した（標本番
号KPM-NK 58707）。与えた各餌料について，トビイ
ロウンカ（図 1B）に対してのみ，供試個体が明確な捕
食行動（図 1C）と探餌と思われる行動を示した。トビ
イロウンカを50～100個体ほど水槽内に入れたところ，
供試個体の一部が水槽内を活発に徘徊しはじめ，頭部を
前後左右に動かしながら，触角を盛んに振り動かして底
質表面をつつくような行動を示した。供試個体が近づく
と，トビイロウンカは素早く跳躍して逃れることもあっ
たが，その中で一部のトビイロウンカが供試個体に捕え
られる例が，少なくとも 5例観察された。捕食に成功し
た供試個体は，大顎でトビイロウンカを咥えたまま，咀

図 1．飼育下のキイロホソゴミムシ．A：設置した流木上に集合して定位するキイロホソゴミムシ．B：給餌したトビイ
ロウンカ．C：トビイロウンカを捕食するキイロホソゴミムシ．点線囲いの部分にトビイロウンカが捕えられている．
バーはそれぞれ 1.0 mm．
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嚼して団子状にしながら摂食し続け，その間も歩行し続
けることが多かった。一方で，トビイロウンカ以外の各
餌料に対する供試個体の上述のような行動は見受けられ
ず，捕食を観察することができなかった。

考 察

　本報告により，これまでほとんど未知であったキイロ
ホソゴミムシの餌料に関する知見が得られた。本種の餌
料に関する記述としては，飼育下において豚肉や蜂蜜を
給餌した例（摂食状況は不明）（宮野・山口，1996）や，
昆虫ゼリーの摂餌と海水の摂取の例がインターネット上
で見受けられただけである（充庵，online）。本研究で
の観察結果，特に給餌後のキイロホソゴミムシの探餌ら
しき行動や捕食時の様子から，少なくとも本種にとって
トビイロウンカは嗜好性の高い捕食対象の 1つであるこ
とが判明した。
　トビイロウンカは熱帯性で，温帯域では越冬すること
がなく，春先から初夏に東南アジアからの季節風に乗り
日本へと長距離飛翔し，飛来する。イネ Oryza sativa
とサトウキビ Saccharum officinarumを主な寄主植
物とし，ヨシなどその他のイネ科植物にはほとんど依
存しないことが報告されている（中山，1976；松村ほ
か，2007；小嶺・清治，2008）。本種は神奈川県では
横浜市や座間市，厚木市，山北町での生息が報告され
ているが，キイロホソゴミムシが生息する多摩川河口
域（川崎市川崎区）や江奈湾での記録はない（林・尾崎，
2004）。よって，関東地方の沿岸部に分布が局限される
キイロホソゴミムシにとって，トビイロウンカを捕食す
る機会は多くないものと想像される。
　一方で，キイロホソゴミムシと同属のアオヘリホソ
ゴミムシ Drypta japonicaの幼虫がヒメトビウンカ
Laodelphax striatellaを捕食することが記されてお
り（土生・貞永，1965），別の図鑑にもその餌としてウ
ンカと記されている（中山，1976）。それらを鑑みる
と，野外においてキイロホソゴミムシの捕食対象となる
のは，トビイロウンカだけでなく，ヒメトビウンカなど，
干潟のイネ科植物群落に生息する複数のウンカ類を含む
のではないかと考えられる。
　これらのウンカ類は，イネの重要害虫として古くから
盛んに研究が行われ（小林・日和田，1968；松村ほか，
2007；小嶺・清治，2008），その調査過程で繁殖法も
確立され（小山・三橋，1977；小山，1995），現在も
試験，販売目的で継代飼育している機関がある。このこ
とから，絶滅危惧種であるキイロホソゴミムシの生息域
外保全を目的として飼育を行う上で，優れた飼料となる
可能性がある。
　一方，キイロホソゴミムシの累代飼育技術は確立さ
れていない。本種は飼育下において豚肉や蜂蜜を給餌
されても生殖腺の発達や産卵に至らず（宮野・山口，
1994），本調査でも産卵までには至らなかった。本研究

では摂食が複数回にわたり確認できたものの，飼育期間
中に十分な量のトビイロウンカを供給できたとは言えな
いため，キイロホソゴミムシの成虫期にトビイロウンカ
をはじめとした餌を安定供給し，産卵に至るかについて，
産卵に適した微環境の探索とともに，今後の調査が必要
である。また，キイロホソゴミムシの生息地を調査する
際には，同所に生息するウンカ類の生息状況も併せて調
査する必要があるだろう。
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